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を用いたアデノウイルス検査方法の開発，第５回衛生研究

所研究報告会，2000．

瀬戸　隆子，浜野　朋子，塩田　寛子，上村　尚，大西

和夫，伊藤栄利子，前川　智明，佐々木勇夫，宮城不二

男：都内医薬品製造所のバリデーションに対する技術支援

―植物抽出液製剤（内用液剤）メーカーへの対応―，全国

薬事指導協議会総会，第37回，2000．

大澤　誠喜：血液中及び臓器中の有害物質の検出とその

作用，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告，

2001．

渡辺　伸枝：排気ガスの暴露が骨代謝に影響を及ぼす機

序について，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報

告書，2001．

渡辺　伸枝：大気汚染物質暴露が発がんに関与する要因

の解析，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，

2001．

渡辺　伸枝：汚染濃度の異なる地区に居住する学童の副

腎皮質機能の測定，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的

研究報告書，2001．

渡辺　伸枝：排気ガス暴露による健康影響を表す指標物

質の開発aディーゼル排気ガスに暴露されたラットの副腎
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皮質機能の測定，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研

究報告書，2001．

渡辺　伸枝：排気ガス暴露による健康影響を表す指標物

質の開発s排気ガス暴露による健康影響を表す指標物質の

検討，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，

2001．

渡辺　伸枝：排気ガス暴露による健康影響を表す指標物

質の開発汚染濃度の異なる地区に居住する学童における疫

学調査，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，

2001．

渡辺　伸枝：排気ガス暴露による発がんに関与する要因

の検討，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，

2001．

斎藤　育江：ディーゼル排ガス中の未知変異原物質の同

定，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，

2001．

瀬戸　　博：ディーゼル排ガス暴露指標の開発aディー

ゼル粒子とタバコ煙抽出成分の比較研究，大気汚染保健対

策に係る基礎的実験的研究報告書，2001．

瀬戸　　博：ディーゼル排ガス暴露指標の開発sディー

ゼル粒子及び大気粉塵中の1,8-ナフタル酸無水物の分析，

大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，2001．

瀬戸　　博：ディーゼル排ガス暴露指標の開発aディー

ゼル排ガス暴露の影響を反映する呼気指標の開発，大気汚

染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，2001．

瀬戸　　博：ディーゼル排ガス暴露によるラット肺，肝

組織DNA中の8－ヒドロキシデオキシグアノシンレベルの

変動，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，

2001．

大山　謙一：大気汚染物質の肺腫瘍発生に及ぼす影響，

大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，2001．

大山　謙一：大気汚染物質のアレルギー疾患に及ぼす影

響，大気汚染保健対策に係る基礎的実験的研究報告書，

2001．

小西　浩之，矢口久美子，近藤　治美，鈴木　俊也，中

川　順一，眞木　俊夫：東京都多摩地域における井戸水中

の臭化物，平成12年度地方衛生研究所全国協議会関東甲信

静支部理化学研究部会総会・研究会，2000．

森田　昌敏，石井　康雄，奥村　為夫，門上希和夫，川

田　邦明，白石　寛明，高橋　保雄，安原　昭夫，福島

実：要調査項目等調査マニュアル（水質，底質，水生生物），

環境庁水質保全局水質管理課，2000．

坂本　朋子，鈴木　秀雄，眞木　俊夫：東京都における

放射能調査（平成11年度），第42回環境放射能調査研究成

果発表会抄録集，2000．

矢野　一好：水環境中のウイルス，平成12年度地域保健

推進特別事業シンポジウム，2001．

東京都衛生局，川合　由華，三栗谷久敏，大石向江，蓑

輪　佳子，前　　　潔，観　　照雄，鈴木　孝人：平成12

年度第19回東京都衛生検査所精度管理事業報告書，2000．

矢野　一好（分担執筆）：ウイルス性食中毒原因の遺伝

子検査標準法確立と全国行政対応整備に関する研究，厚生

科学特別研究事業平成11年度研究報告書，2000．

池田　一夫，上木　隆人：地域における健康と栄養の状

況，地域における健康・栄養状況等の評価に関する研究研

究報告書　分担研究者宮島嘉道（平成12年度厚生科学研究

報告書），7-16，2000．

神谷　信行，上木　隆人，梶山　純一，池田　一夫，灘

岡　陽子：地研提供情報所在案内システムの構築，地方衛

生研究所の情報ネットワークの構築等による情報関連機能

の強化に関する研究　研究報告書　分担研究者荻野武雄

（平成12年度厚生科学研究報告書），11-15, 2000．

上木　隆人，梶山　純一，神谷　信行，池田　一夫，灘
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岡　陽子：地域保健のためのインターネット研究会，地方

衛生研究所の情報ネットワークの構築等による情報関連機

能の強化に関する研究　研究報告書　分担研究者荻野武雄

（平成12年度厚生科学研究報告書），17-23, 2000．

高柳　友子，赤尾　信明，藤田紘一郎，飯田　孝：介助

犬の公衆衛生学的基準に合致した犬由来人畜共通感染症に

関する調査，介助犬の基礎的調査報告書（平成12年厚生科

学研究報告書），2000．

伊藤　忠彦：「病原体の分離法」リケッチア感染症診断

マニュアル，国立感染症研究所（レファレンス委員会）地

方衛生研究所全国協議会，17-22，2000．




